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式典後の祝賀会で肩を組んで「北国の春」を歌う出席者たち

　
パ
ラ
グ
ア
イ
・
ピ
ラ
ポ

岩
手
県
人
会
（
工
藤
好
雄

会
長
）
は
７
月
�
日
、
イ

タ
プ
ア
州
ピ
ラ
ポ
市
の
富

美
村
公
民
館
広
場
で
創
立

�
周
年
記
念
式
典
を
行
っ

た
。
県
関
係
者
ら
が
お
祝

い
に
駆
け
付
け
、
同
国
発

展
の
礎
を
築
い
た
県
人
た

ち
の
苦
労
を
た
た
え
た
。

　
岩
手
県
か
ら
達
増
県
知

事
代
理
の
根
子
忠
美
環
境

生
活
部
長
、
玉
沢
徳
一
郎

県
相
撲
連
盟
会
長
、
滝
川

良
一
副
会
長
、
選
手
団
３

人
を
含
む
７
人
が
出
席
。

永
見
偵
輝
ピ
ラ
ポ
市
長
、

中
古
敦
日
本
人
会
副
会

長
、
エ
ン
カ
ル
ナ
ッ
シ
ョ

ン
領
事
事
務
所
の
石
原
圭

子
参
事
官
兼
領
事
ら
が
来

賓
と
し
て
参
加
し
た
。

　
会
員
や
家
族
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
イ

グ
ア
ス
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン

の
海
外
県
人
会
４
団
体
の

会
員
ら
約
１
５
０
人
が
参

加
し
、
苦
節
の
道
の
り
を

祝
っ
た
。

　
工
藤
会
長
に
代
わ
り
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
佐
藤

豊
副
会
長
（花
巻
市
出
身
）

は
�
年
前
、
県
の
第
１
陣

と
し
て
８
歳
で
家
族
４

人
、
他
家
族
を
含
め
９
家

族
で
ピ
ラ
ポ
に
入
植
。
佐

藤
副
会
長
は
「
原
始
林
の

未
開
地
で
想
像
を
絶
す
る

環
境
の
中
、
転
住
す
る
人

も
い
て
現
在
は
私
の
家
族

だ
け
。厳
し
い
環
境
の
中
、

必
死
で
頑
張
っ
た
先
人
た

ち
の
努
力
が
実
り
、
原
始

林
は
広
大
な
緑
の
大
地
と

な
り
今
日
の
繁
栄
を
築
い

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
根
子
部
長
は
「
県
出
身

者
が
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

結
成
さ
れ
た
貴
会
が
輝
か

し
い
発
展
を
遂
げ
ら
れ
た

こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
る
。
先
の
大
震
災

に
対
し
物
心
両
面
の
励
ま

し
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
る
」
と
達
増
知
事
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。

　
県
相
撲
連
盟
は
�
年
前

か
ら
、
県
人
会
の
要
請
に

よ
り
、
ピ
ラ
ポ
入
植
行
事

と
し
て
５
年
ご
と
に
選
手

団
を
派
遣
。
玉
沢
会
長
は

「
相
手
に
敬
愛
の
誠
を
尽

か

く
し
己
に
克
つ
」と
し
、関

係
者
の
労
苦
を
た
た
え

た
。
瓶
を
重
ね
な
が
ら
踊

る
パ
ラ
グ
ア
イ
の
民
舞
、

鬼
剣
舞
、さ
ん
さ
踊
り
、ピ

ラ
ポ
音
頭
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
な
ど
も
あ
り
、
に
ぎ

や
か
に
式
典
を
終
え
た
。

　
ピ
ラ
ポ
移
住
地
に
は
１

９
６
０
年
、
最
初
の
県
人

移
住
者
９
家
族
�
人
が
入

植
し
、
同
時
に
岩
手
県
人

会
も
発
会
し
た
。
現
在
、

�
家
族
２
１
０
人
が
居

住
。
同
市
の
日
系
人
口
は

７
千
人
と
聞
い
て
い
る
。

（
文
・
写
真
は
ブ
ラ
ジ
ル

ひ
ろ
あ
き

県
人
会
長
の
千
田
曠
曉
さ

ん
＝
金
ケ
崎
町
出
身
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
市
在
住
）

（
随
時
掲
載
し
ま
す
）

（
共
同
・
８
日
）

人民日報
（中国）

習総書記が模範的人物焦
裕禄氏に関する講話

朝鮮日報
（韓国）

地方自治体の実質的な負
債、１００兆㌆超に

バンコク・ポスト
（タイ）

ユスフ容疑者、爆弾テロ
関与を自供と警察

ワシントン・ポス
ト （米国）

バチカン内部で保守派反
発の動き

ニューヨーク・タ
イムズ （米国）

ＩＴ大手、データの扱い
めぐり米当局と争い

タイムズ
（英国）

英空軍、無人機で「イス
ラム国」の英国人殺害

フィガロ
（フランス）

オランド大統領、難民割
当制を受け入れ

フランクフルター・ア
ルゲマイネ（ドイツ）

難民流入への対応は国家
的な総力戦と独首相

コメルサント
（ロシア）

ロシア、経済制裁に対抗
する工程表作成へ

アルアハラム
（エジプト）

収賄容疑で農相ら逮捕

　■金正恩氏がキューバ要人と

会談　【平壌、ロサンゼルス共

同】北朝鮮の金正恩第１書記は

７日、同国を訪問したキューバ

国家評議会ナンバー２のディア

スカネル第１副議長と平壌で会

談した。朝鮮中央通信やキュー

バのメディアが報じた。金第１

書記が外国の要人と会談するの

は２０１３年７月以来。

　米国と国交を回復したキュー

バとの友好関係を、引き続き重

視する姿勢を示した形だ。

　金第１書記はフィデル・カス

トロ前国家評議会議長とラウル

・カストロ議長に宛てて「心の

こもったあいさつ」を伝え「（デ

ィアスカネル氏の）訪問は両国

の友好関係をさらに強化する上

で重要な意義を持つ」と述べた。

　■印、紅茶産地アッサム州で

大洪水　【ニューデリー共同】

世界有数の紅茶の産地として知

られるインド北東部アッサム州

で、８月下旬からの豪雨で大規

模な洪水が発生、州の防災当局

は７日、洪水で１５０万人以上が

影響を受けたとの見方を示し

た。インド紙などが伝えた。

　同州では洪水や土砂崩れでこ

れまで�人以上が死亡。数万人

が避難を強いられ、州を流れる

ブラマプトラ川も一部で危険な

水位に達した。紅茶農園の被害

ははっきりしていない。州当局

者は「緊急物資が必要だ」と述

べ、中央政府の支援を要請した。

　■復興航空機、またエンジン

トラブル　【台北共同】台北か

ら台湾の離島、澎湖島に向かっ

ていた復興（トランスアジア）

航空の双発プロペラ機ＡＴＲ�

が８日朝、２基のエンジンのう

ち１基に異常が発生し、残る１

基だけで飛行して澎湖島の空港

に着陸した。乗客乗員�人にけ

がはなかった。地元メディアが

伝えた。

　復興機は２月、エンジンが２

基とも停止して墜落し乗客乗員

�人が死亡したほか、５月にも

飛行中にエンジン１基が停止し

再起動させるトラブルを起こし

ている。

　■空爆でアフガンの警官ら�

人死亡　【カブール共同】アフガ

ニスタン内務省によると、南部

ヘルマンド州で７日までに北大

西洋条約機構（ＮＡＴＯ）とみら

れる外国軍の空爆があり、アフ

ガンの警官ら�人が死亡した。

　空爆は６日夜に行われ、警官

らは麻薬の密売を取り締まって

いた。内務省によると、死亡し

た�人のほかに４人が負傷し、

１人が行方不明となっている。

　アフガン駐留米軍の広報担当

者は、米軍やＮＡＴＯは６日に

ヘルマンド州で空爆を実施して

いないと話した。

　■尖閣周辺に�日連続中国船

　沖縄県・尖閣諸島周辺の領海

外側にある接続水域で８日、中

国海警局の船３隻が航行してい

るのを海上保安庁の巡視船が確

認した。尖閣周辺で中国当局の

船が確認されるのは�日連続。

　与那国島の南約１００㌔の日本

の排他的経済水域（ＥＥＺ）で

は、台湾の海洋調査船「海研１

号」が船尾から白い網のような

ものを海中に投入して航行して

いるのも確認された。

　第�管区海上保安本部（那覇）

によると、接続水域の３隻は海

警２３０７、海警２３０８、海警２５０６。

７日には一時、領海に侵入した。

　巡視船が領海に近づかないよ

う警告している。

　
９
月
に
入
り
突
然
、
シ

リ
ア
な
ど
か
ら
数
万
人
が

バ
ル
カ
ン
半
島
を
経
由
し

ド
イ
ツ
に
殺
到
し
た
。
シ

リ
ア
内
戦
の
戦
況
は
動
い

て
お
ら
ず
、
周
辺
国
情
勢

に
劇
的
変
化
も
な
い
の

に
、
な
ぜ
な
の
か
―
。
密

航
関
係
者
や
移
民
ら
の
証

言
を
総
合
す
る
と
、
祖
国

に
見
切
り
を
付
け
た
市
民

に
格
安
の
密
航
情
報
が
広

ま
り
、
移
動
に
適
し
た
夏

が
終
わ
る
前
に
「
欧
州
の

豊
か
さ
」
を
求
め
一
斉
に

旅
立
っ
た
と
い
う
の
が
真

相
の
よ
う
だ
。

　
一
方
、
欧
州
に
向
か
っ

た
の
は
比
較
的
経
済
力
の

あ
る
層
で
、
本
当
に
支
援

が
必
要
な
難
民
が
置
き
去

り
に
さ
れ
て
い
る
と
の
指

摘
も
あ
る
。

　
８
月
上
旬
、
エ
ー
ゲ
海

に
面
し
た
ト
ル
コ
西
部

イ
ズ
ミ
ル
。
こ
こ
に
集
ま

っ
た
シ
リ
ア
人
は
若
い
男

性
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

ト
ル
コ
紙
に
よ
る
と
「
こ

と
し
大
学
を
卒
業
し
た
。

軍
に
入
隊
し
た
く
な
い
の

で
逃
げ
て
き
た
」
な
ど
と

語
っ
た
。
多
く
が
ド
イ
ツ

に
向
か
っ
た
も
よ
う
だ
。

　
シ
リ
ア
内
戦
が
本
格
化

し
た
２
０
１
２
年
以
降
、

ト
ル
コ
へ
の
約
２
０
０
万

人
を
筆
頭
に
、
膨
大
な
数

の
難
民
が
周
辺
国
に
流

出
。
だ
が
今
回
大
移
動
し

た
中
心
は
シ
リ
ア
国
内
か

ら
新
た
に
脱
出
し
た
人
々

と
み
ら
れ
、
中
間
層
や
富

裕
層
が
少
な
く
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
人
々
は
シ
リ

ア
政
府
軍
の
徴
兵
強
化

や
、
ト
ル
コ
に
よ
る
シ
リ

ア
国
境
で
の
空
爆
開
始
で

「
脱
出
で
き
な
く
な
る
」

と
焦
り
、
出
国
を
急
い
だ

可
能
性
が
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
に
た
ど
り
着
い

た
シ
リ
ア
人
は
「
波
が
荒

れ
る
季
節
が
来
る
前
に
エ

ー
ゲ
海
を
渡
り
た
か
っ
た

た
め
、
多
く
の
人
が
８
月

に
国
を
出
た
」
と
も
説
明

し
た
。

　
よ
り
大
き
な
要
因
は
安

い
密
航
ル
ー
ト
の
確
立

だ
。
「
（
欧
州
圏
に
渡
る

に
は
）
３
年
前
は
１
人
３

万
�
（
約
４
０
０
万
円
）

だ
っ
た
。
今
は
千
�
で
も

不
可
能
じ
ゃ
な
い
」
。
シ

リ
ア
か
ら
の
密
航
ビ
ジ
ネ

ス
に
詳
し
い
男
性
は
そ
う

証
言
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

上
に
は
、
密
航
の
手
順
や

必
要
な
金
額
、
密
航
業
者

の
電
話
番
号
ま
で
記
載
さ

れ
て
お
り
、
「
決
断
さ
え

す
れ
ば
誰
で
も
行
け
る
」

と
い
う
。

　
過
去
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
難
民
な
ど
と
比
べ
る

と
、
今
回
の
移
民
は
格
段

に
豊
か
に
見
え
る
。
ド
イ

ツ
南
部
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
到

着
し
た
人
々
の
中
に
は
、

英
語
や
ド
イ
ツ
語
を
流
ち

ょ
う
に
操
り
「
仕
事
を
見

つ
け
た
い
」
と
言
う
大
学

卒
業
者
も
。
難
民
受
け
入

れ
施
設
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
写
真
を

撮
り
合
う
姿
が
よ
く
見
ら

れ
た
。

　
人
々
の
大
半
は
身
な
り

も
小
ぎ
れ
い
で
、
ト
ル
コ

や
レ
バ
ノ
ン
国
境
で
暮

ら
す
シ
リ
ア
難
民
と
の

違
い
は
歴
然
。
中
東
で
は

そ
こ
に
違
和
感
を
覚
え
る

人
が
多
い
。
内
戦
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
は

間
違
い
な
い
が
、
難
民
条

約
が
定
め
る
「
迫
害
を
受

け
る
恐
れ
」
が
あ
る
の
か

疑
問
視
す
る
見
方
も
あ

る
。

　
シ
リ
ア
反
体
制
派
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
ア
ハ
メ
ド

・
カ
メ
ル
氏
は
「
彼
ら
は

難
民
で
は
な
い
。
欧
州
で

良
い
暮
ら
し
を
し
た
い
だ

け
だ
」
と
指
摘
。
「
本
当

に
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
の
は
、
金
が
な
く
て
ト

ル
コ
国
境
の
キ
ャ
ン
プ
か

ら
動
け
な
い
真
の
難
民
。

経
済
移
民
が
難
民
に
流
れ

る
べ
き
支
援
を
奪
っ
て
い

る
」
と
話
し
た
。

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
カ
イ
ロ

共
同
）

７日、ハンガリー・セゲド近郊で高
速道路を歩く難民ら（ＡＰ＝共同）

中国チベット自治区ラサ市のポタラ宮前
広場で開かれた、自治区成立�年を記念
する祝賀大会＝８日（新華社＝共同）

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
英

国
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は

７
日
、
英
空
軍
が
シ
リ
ア

で
実
施
し
た
無
人
航
空
機

の
攻
撃
で
、
過
激
派
組
織

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
に
加
わ

っ
て
い
た
英
国
人
２
人
を

含
む
３
人
を
殺
害
し
た
と

明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
、

無
人
機
攻
撃
は
英
議
会
の

承
認
を
受
け
て
お
ら
ず
、

波
紋
を
広
げ
て
い
る
。

　
首
相
は
、
シ
リ
ア
北
部

ラ
ッ
カ
で
８
月
�
日
、「イ

ス
ラ
ム
国
」
に
加
わ
っ
た

英
国
人
を
狙
い
、
車
へ
の

無
人
機
攻
撃
を
行
っ
た
と

説
明
。
「
自
衛
行
為
」
で

「
完
全
に
合
法
だ
」
と
主

張
し
た
。

　
英
下
院
は
２
０
１
３
年

８
月
、
シ
リ
ア
で
の
軍
事

介
入
に
道
を
開
く
政
府
提

出
議
案
を
否
決
し
て
い

た
。英
国
で
は
、米
国
と
カ

ナ
ダ
に
よ
る
シ
リ
ア
領
内

で
の
対
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

攻
撃
に
英
国
人
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
参
加
し
て
い
た
こ
と

が
７
月
に
発
覚
し
、
国
内

で
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

　
【
ピ
レ
ウ
ス
、
ウ
ィ
ー
ン
共
同
】
ド
イ
ツ
な
ど
に
よ
る
難
民
の
受
け
入
れ
表

明
後
、
欧
州
へ
向
か
う
難
民
や
移
民
の
流
れ
が
加
速
し
て
い
る
。
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
は
８
日
の
記
者
会
見
で
、
ギ
リ
シ
ャ
の
島

々
に
シ
リ
ア
難
民
ら
計
約
３
万
人
が
滞
在
し
て
お
り
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
は
７
日

に
過
去
最
多
の
約
７
千
人
が
流
入
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
各
国
の
収
容
能
力

は
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
。

　
【
ヤ
ン
ゴ
ン
共
同
】
ミ

ャ
ン
マ
ー
で
８
日
、
�
月

８
日
に
実
施
さ
れ
る
上
下

両
院
の
選
挙
運
動
が
解
禁

さ
れ
、
本
格
的
な
選
挙
戦

が
始
ま
っ
た
。
テ
イ
ン
・

セ
イ
ン
政
権
の
与
党
、
連

邦
団
結
発
展
党
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ

Ｐ
）
と
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン

・
ス
ー
・
チ
ー
氏
率
い
る

野
党
、国
民
民
主
連
盟
（Ｎ

Ｌ
Ｄ
）
が
対
決
。
２
０
１

１
年
の
民
政
移
管
後
、
初

め
て
の
上
下
両
院
選
で
、

次
期
政
権
の
座
を
懸
け
た

争
い
が
白
熱
し
そ
う
だ
。

　
ス
ー
・
チ
ー
氏
は
８
日
、

党
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
公

開
。
上
下
両
院
選
が
「
真

の
変
革
を
も
た
ら
す
チ
ャ

ン
ス
」
と
勝
利
を
目
指
す

決
意
を
表
明
し
た
。
民
主

化
の
試
金
石
と
さ
れ
る
今

回
の
選
挙
で
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ

Ｐ
が
軍
人
の
議
席
枠
と
合

わ
せ
て
過
半
数
を
制
し
、

軍
事
政
権
の
流
れ
を
く
む

政
権
が
続
く
の
か
、
Ｎ
Ｌ

Ｄ
が
単
独
過
半
数
を
獲
得

し
て
政
権
交
代
を
実
現
す

る
の
か
が
最
大
の
焦
点
。

　
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
は
、
現
政
権

の
改
革
に
よ
る
経
済
成
長

の
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
。
Ｎ

Ｌ
Ｄ
は
、
国
民
の
人
気
が

高
い
党
首
ス
ー
・
チ
ー
氏

を
前
面
に
押
し
出
し
て
民

主
化
の
推
進
を
訴
え
る
。

ス
ー
・
チ
ー
氏
自
身
も
、

最
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
郊
外

の
選
挙
区
か
ら
下
院
選
に

立
候
補
し
て
い
る
。

　
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ミ
ル
ナ

ー
氏
（
ド
ラ
マ
「
ル
ー
ト

�
」
主
演

の

米

俳

優
）
Ａ
Ｐ

通
信
な
ど

に
よ
る
と
６
日
、
米
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
カ
ー
ル
ス

バ
ッ
ド
で
死
去
、
�
歳
。

死
因
は
不
明
。

　
�
年
�
月
、
米
ミ
シ
ガ

ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
で
生
ま

れ
る
。
�
歳
か
ら
児
童
劇

団
の
舞
台
に
立
ち
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
移
住
。

日
本
で
も
放
映
さ
れ
た
ド

ラ
マ
「
ル
ー
ト
�
」
（
�

～
�
年
）
で
旧
国
道
を
名

車
コ
ル
ベ
ッ
ト
で
旅
す
る

主
演
２
人
組
の
１
人
を
演

じ
、
人
気
を
博
し
た
。
ド

ラ
マ
「特
捜
隊
ア
ダ
ム
�
」

（
�
～
�
年
）で
も
主
演
。

「
成
功
の
甘
き
香
り
」
な

ど
映
画
に
も
多
数
出
演
し

た
。

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
、

写
真
は
ゲ
ッ
テ
ィ
＝
共

同
）

　
【
北
京
、
ム
ン
バ
イ
共

同
】
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治

区
ラ
サ
市
の
ポ
タ
ラ
宮
前

の
広
場
で
８
日
、
自
治
区

成
立
か
ら
�
年
を
迎
え
た

の
を
記
念
す
る
祝
賀
大
会

が
開
か
れ
た
。
共
産
党
・

政
府
の
最
高
指
導
部
か
ら

ゆ

せ

い

せ

い

兪
正
声
・
人
民
政
治
協
商

会
議
主
席
が
出
席
、
「
党

が
チ
ベ
ッ
ト
の
各
民
族
を

指
導
し
、
貧
し
く
て
遅
れ

た
古
い
チ
ベ
ッ
ト
を
活
力

あ
ふ
れ
た
社
会
主
義
の
新

し
い
チ
ベ
ッ
ト
に
発
展
さ

せ
た
」
と
強
調
し
た
。

　
習
近
平
指
導
部
は
経
済

政
策
の
成
果
を
誇
示
す
る

こ
と
で
統
治
の
正
当
性
を

ア
ピ
ー
ル
。
民
族
の
団
結

を
訴
え
る
一
方
で
宗
教
政

策
に
対
す
る
不
満
は
抑
え

込
む
姿
勢
を
示
し
て
い

る
。

　
一
方
、
イ
ン
ド
北
部
ダ

ラ
ム
サ
ラ
の
チ
ベ
ッ
ト
亡

命
政
府
は
声
明
を
出
し
、

自
治
区
内
で
僧
侶
ら
が
数

多
く
拘
束
さ
れ
て
お
り

「
チ
ベ
ッ
ト
の
現
実
を
見

れ
ば
、
祝
賀
す
る
理
由
な

ど
な
い
」
と
批
判
。
あ
ら

た
め
て
習
指
導
部
に
対
話

再
開
を
求
め
た
。

　
兪
氏
は
、
半
世
紀
に
わ

た
る
党
の
統
治
下
で
「
宗

教
、
信
仰
の
自
由
は
十
分

に
尊
重
さ
れ
て
き
た
」
と

主
張
。
「
ダ
ラ
イ
（
・
ラ

マ
�
世
）
集
団
と
国
際
的

な
敵
対
勢
力
の
分
裂
活
動

を
打
ち
負
か
し
た
」
と
も

述
べ
、
チ
ベ
ッ
ト
の
独
立

や
「
高
度
な
自
治
」
を
求

め
る
動
き
へ
の
引
き
締
め

を
一
段
と
強
化
す
る
考
え

を
示
し
た
。

　
祝
賀
大
会
で
は
歴
代
ダ

ラ
イ
・
ラ
マ
の
宮
殿
だ
っ

た
ポ
タ
ラ
宮
前
で
国
旗

を
掲
揚
し
、
国
歌
を
歌
っ

た
。

　
中
国
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

ち
ん

と
、
自
治
区
ト
ッ
プ
の
陳

ぜ
ん
こ
く

全
国
党
委
員
会
書
記
ら
約

２
万
人
が
参
加
。
中
央
政

り
ょ
う
え
ん
と
う

府
か
ら
は
劉
延
東
副
首
相

や
人
民
解
放
軍
の
幹
部
ら

が
出
席
し
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
通
信
に
よ

る
と
、
欧
州
連
合
（Ｅ
Ｕ
）

諸
国
の
入
り
口
と
な
る
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
は
７
日
に
５

千
人
超
が
入
国
。
最
終
目

的
地
と
さ
れ
る
ド
イ
ツ
な

ど
西
欧
諸
国
へ
の
流
入
は

今
後
も
増
え
続
け
る
と
み

ら
れ
、
欧
州
は
さ
ら
に
大

き
な
試
練
に
直
面
し
そ
う

だ
。

　
Ａ
Ｐ
通
信
な
ど
に
よ
る

と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
南
部
の

セ
ル
ビ
ア
国
境
付
近
に
あ

る
難
民
や
移
民
の
受
け

入
れ
施
設
か
ら
７
日
、
数

百
人
の
難
民
ら
が
脱
走
、

首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
向
け

高
速
道
路
上
を
歩
き
始
め

た
。難
民
ら
は
８
日
未
明
、

説
得
に
応
じ
て
警
察
が
手

配
し
た
バ
ス
に
乗
り
込

み
、
施
設
に
戻
っ
た
。

　
同
日
昼
前
に
は
ギ
リ
シ

ャ
の
ア
テ
ネ
近
郊
の
ピ
レ

ウ
ス
港
に
難
民
ら
約
２
２

０
０
人
を
乗
せ
た
大
型
フ

ェ
リ
ー
が
東
部
レ
ス
ボ
ス

島
か
ら
到
着
。
か
ば
ん
や

寝
袋
を
手
に
し
た
人
や
、

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
た
男
女

が
続
々
と
下
船
し
た
。

　
「
マ
ケ
ド
ニ
ア
を
目
指

し
、
最
終
的
に
ド
イ
ツ
に

行
く
」
。
難
民
ら
は
ピ
レ

ウ
ス
港
当
局
が
準
備
し
た

バ
ス
に
乗
り
、
鉄
道
の
最

寄
り
駅
に
向
か
っ
た
。

　
シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス
カ
ス

か
ら
４
歳
の
娘
ら
家
族

９
人
で
逃
げ
て
来
た
ア

ハ
マ
ド
・
テ
ル
ニ
さ
ん

（�
）は
、
ト
ル
コ
で
密
航

業
者
に
大
人
１
人
１
２
０

０
㌦
（
約
�
万
円
）
を
支

払
い
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
レ

ス
ボ
ス
島
に
。
「
自
宅
は

紛
争
で
壊
さ
れ
た
。
所
持

金
も
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
行
き
国

籍
を
取
得
し
た
い
」
と
話

し
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ヘ
ン
デ

国
防
相
は
７
日
、
セ
ル
ビ

ア
方
面
か
ら
の
難
民
流
入

を
阻
止
す
る
た
め
南
部
国

境
に
フ
ェ
ン
ス
を
建
設
す

る
の
が
遅
す
ぎ
た
と
し
て

責
任
を
取
っ
て
辞
任
。
オ

ル
バ
ン
首
相
は
人
材
省
の

シ
ミ
チ
コ
ー
次
官
を
新
国

防
相
に
起
用
し
た
。

　
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
共
同
】

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
流

入
す
る
多
数
の
難
民
へ
の

対
応
策
と
し
て
、
欧
州
委

員
会
が
追
加
提
案
す
る

難
民
�
万
人
受
け
入
れ

の
割
り
当
て
で
、
ド
イ
ツ

と
フ
ラ
ン
ス
の
分
担
数
が

約
半
数
に
当
た
る
計
約

５
万
５
千
人
と
な
る
こ
と

が
７
日
、
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ロ
イ
タ
ー
通
信
な
ど

が
伝
え
た
。

　
割
り
当
て
は
、
Ｅ
Ｕ
域

外
か
ら
難
民
の
主
な
到
着

地
と
な
っ
て
い
る
イ
タ
リ

ア
、ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し
、
３
国
に
２
年
間
で
到

着
す
る
シ
リ
ア
な
ど
か
ら

の
難
民
を
対
象
と
す
る
。

　
分
担
数
は
、
人
口
や
経

済
力
な
ど
を
基
準
に
定
め

ら
れ
、
ド
イ
ツ
が
最
大
の

３
万
１
４
４
３
人
。
フ
ラ

ン
ス
２
万
４
０
３
１
人
、

ス
ペ
イ
ン
１
万
４
９
３
１

人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
９
２
８

７
人
と
続
く
。

　
英
国
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

デ
ン
マ
ー
ク
は
措
置
へ
の

参
加
を
選
べ
る
特
別
な
権

利
が
あ
り
、
割
当
数
は
定

め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
欧
州
委
は
５
月
、
イ
タ

リ
ア
と
ギ
リ
シ
ャ
に
到
着

す
る
計
４
万
人
の
受
け
入

れ
分
担
を
提
案
。
９
月
９

日
に
予
定
さ
れ
る
今
回
の

追
加
提
案
で
対
象
は
計
�

万
人
と
な
る
。

　
【
バ
ン
コ
ク
共
同
】
バ

ン
コ
ク
爆
弾
テ
ロ
に
関
連

し
、
タ
イ
警
察
が
爆
発
物

不
法
所
持
容
疑
で
逮
捕

し
た
ユ
ス
フ
・
マ
イ
ラ
イ

リ
容
疑
者
（
�
）
が
、
主
犯

格
の
男
は
既
に
タ
イ
を
出

国
し
た
と
自
供
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
国
家

警
察
当
局
者
が
８
日
、
共

同
通
信
に
明
ら
か
に
し

た
。

　
タ
イ
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え

た
ユ
ス
フ
容
疑
者
の
供
述

内
容
な
ど
に
よ
る
と
、
主

犯
格
の
男
の
国
籍
は
中
国

で
、
「
イ
ザ
ー
ン
」
と
い

う
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
。

バ
ン
コ
ク
の
繁
華
街
で
爆

弾
テ
ロ
が
発
生
し
た
８
月

�
日
の
前
日
、
ス
ワ
ン
ナ

プ
ー
ム
国
際
空
港
か
ら
出

国
し
た
と
い
う
。

　
男
は
、
携
帯
端
末
用
通

信
ア
プ
リ
「
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
ｓ

Ａ
ｐ
ｐ
（
ワ
ッ
ツ
ア
ッ

プ
）
」
を
通
じ
て
ユ
ス
フ

容
疑
者
ら
と
接
触
、
同
容

疑
者
は
男
の
指
示
を
受
け

爆
弾
の
材
料
を
購
入
、
製

造
に
も
関
与
し
た
。

　
ま
た
タ
イ
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
と
、
同
容
疑
者
は
テ

ロ
当
日
、
爆
弾
が
入
っ
た

リ
ュ
ッ
ク
を
、
黄
色
い
シ

ャ
ツ
の
男
に
渡
す
役
だ
っ

た
こ
と
も
自
供
し
た
。
犯

行
に
関
わ
っ
た
主
な
メ
ン

バ
ー
は
６
人
だ
っ
た
と
い

う
。

　
一
方
、
タ
イ
治
安
筋
に

よ
る
と
、
ユ
ス
フ
容
疑
者

ら
逮
捕
済
み
の
２
人
の
公

判
は
、
今
回
の
テ
ロ
が
国

の
安
全
保
障
に
関
わ
る
犯

罪
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
、
刑
事
裁
判
所
で
は
な

く
、
軍
事
裁
判
所
で
開
か

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
警
察
は
８
日
、
ユ
ス
フ

容
疑
者
を
立
ち
会
わ
せ
、

出
入
り
し
て
い
た
と
さ
れ

る
バ
ン
コ
ク
市
内
の
ア
パ

ー
ト
２
カ
所
や
、
爆
弾
の

材
料
を
購
入
し
た
と
み
ら

れ
る
店
舗
な
ど
で
裏
付
け

捜
査
を
行
っ
た
。

　
【
カ
イ
ロ
共
同
】
ト
ル

コ
東
部
ウ
ー
ド
ゥ
ル
県
で

８
日
、
警
察
の
バ
ス
を
狙

っ
た
爆
弾
攻
撃
が
あ
り
、

地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と

警
官
�
人
が
死
亡
し
た
。

犯
行
声
明
は
出
て
い
な
い

が
、
非
合
法
武
装
組
織
ク

ル
ド
労
働
者
党
（Ｐ
Ｋ
Ｋ
）

の
関
与
が
疑
わ
れ
て
い

る
。
ト
ル
コ
政
府
と
Ｐ
Ｋ

Ｋ
の
衝
突
は
拡
大
を
続
け

て
お
り
、
ア
ナ
ト
リ
ア
通

信
な
ど
の
集
計
で
は
７
月

以
降
の
政
府
側
の
死
者
は

１
０
０
人
を
超
え
た
。

　
ト
ル
コ
で
は
南
東
部
の

イ
ラ
ク
国
境
地
帯
で
６

日
、
爆
弾
攻
撃
を
受
け
た

兵
士
�
人
が
死
亡
。
政
府

側
は
報
復
と
し
て
７
日
夜

か
ら
イ
ラ
ク
北
部
で
Ｐ
Ｋ

Ｋ
の
拠
点
を
空
爆
、
地
上

で
も
ト
ル
コ
特
殊
部
隊
が

短
時
間
イ
ラ
ク
領
内
に
越

境
し
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
戦
闘
員
を

追
跡
し
た
。

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
英

国
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は

７
日
、
シ
リ
ア
難
民
２
万

人
を
２
０
２
０
年
ま
で
に

新
た
に
受
け
入
れ
る
と
下

院
で
表
明
し
た
。

　
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の

中
で
、
英
国
は
難
民
受
け

入
れ
に
消
極
的
だ
っ
た

が
、
紛
争
が
続
く
中
東
や

ア
フ
リ
カ
か
ら
地
中
海
を

渡
っ
て
欧
州
に
逃
れ
る
難

民
が
急
増
す
る
中
、
世
論

に
押
さ
れ
る
形
で
態
度
を

軟
化
さ
せ
た
。

　
た
だ
、
地
中
海
を
渡
っ

て
欧
州
に
入
っ
た
難
民
は

対
象
と
せ
ず
、
シ
リ
ア
周

辺
の
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
す

難
民
に
限
定
し
、
孤
児
な

ど
支
援
が
必
要
な
子
供
を

優
先
的
に
受
け
入
れ
る
と

し
て
い
る
。

　
首
相
は
４
日
、
シ
リ
ア

難
民
数
千
人
を
新
た
に
受

け
入
れ
る
方
針
を
表
明
し

て
い
た
が
、
さ
ら
に
上
積

み
し
た
。

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
韓
国

と
北
朝
鮮
の
赤
十
字
は
８

日
、
軍
事
境
界
線
が
あ
る

パ
ン
ム
ン
ジ
ョ
ム

板
門
店
の
韓
国
側
施
設

「
平
和
の
家
」
で
開
い
た

実
務
者
協
議
で
、
南
北
離

散
家
族
の
再
会
事
業
を
�

月
�
～
�
日
に
、
北
朝
鮮

ク
ム
ガ
ン
サ
ン

東
部
の
金
剛
山
に
あ
る
離

散
家
族
の
面
会
用
施
設
で

実
施
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
。
再
会
を
果
た
す
の
は

南
北
計
約
２
０
０
人
と
な

る
見
通
し
。
韓
国
側
が
発

表
し
た
。

　
離
散
家
族
再
会
は
昨
年

２
月
下
旬
以
来
、
約
１
年

８
カ
月
ぶ
り
と
な
る
。
南

北
は
今
月
�
日
か
ら
�
月

８
日
に
か
け
て
離
散
家
族

計
約
４
５
０
人
の
生
存
確

認
を
行
い
、
最
終
的
な
参

加
者
を
絞
り
込
む
。

　
南
北
の
赤
十
字
は
実
務

者
協
議
で
、
近
い
時
期
に

あ
ら
た
め
て
南
北
赤
十
字

会
談
を
実
施
し
韓
国
側
が

求
め
る
再
会
事
業
の
定
例

化
な
ど
「
双
方
の
関
心
事

に
つ
い
て
幅
広
く
」
話
し

合
う
こ
と
で
も
一
致
。
韓

国
で
は
関
係
改
善
へ
の
期

待
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。
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アノテーション=正常終了！
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